


　京都府教育委員会は、京都府文化財保護条例（昭和 56 年京都府条例第 27 号）に基づき、平成 28 年

3月 18 日付で 6件の文化財を指定しました（詳細は以下の表のとおり）。京都府指定・登録等の文化財

については、文化財の保護を図るために、所有者が行う修理・保存事業に必要な経費の一部を補助し、

必要に応じて保存活用等についての助言等を行っています。

　この冊子では、冒頭で京都府が文化財保護のために平成 27 年度に行った文化財を写真で紹介してい

ます。これまでの刊行物とあわせて、郷土の歴史や文化を考え、理解を深めるために御活用いただけれ

ば幸いです。

平成 28 年 11 月

はじめに

【１】建造物

　建造物では、屋根葺替修理などの保存修理事業と、防災

設備の新設などの防災施設事業を対象としています。平成

27 年度は、継続３件、新規 14 件の保存修理事業と、新

規６件の防災施設事業について助成しました。

　妙覚寺は、京都市上京区に所在する日蓮宗寺院で、祖師

堂は天保６年（1835）に建立されたものです（平成７年

度府指定）。経年により劣化、破損が進行していたため、

平成 24 年度から４ヶ年計画で行われた、屋根葺替及び床

組等の部分修理、耐震補強工事に助成しました。

平成 27年度　京都府指定・登録等文化財一覧

京都府指定・登録等文化財等の保存修理事業等
平成 27 年度に行った京都府指定・登録文化財等の保存修理事業等の概要を紹介します。

妙覚寺　祖師堂

平成 27 年度において、京都府指定有形文化財建造物１件（龍光院、黒田廟、禹門、寮及び小庫裏４棟）、美術工芸品１件（眞輪

院絹本著色両界曼荼羅図）及び京都府指定史跡１件（向日市物集女車塚古墳）が国指定等文化財となり、それに伴い京都府の指

定が解除されました。
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番号 区分 区別 名称 員数 年代 所在地 所有者

①

建造物

指定 八幡宮 １棟

 拝殿上棟：天保 15 年（1844）

 本殿上棟：嘉永元年（1848）

 竣　　工：嘉永５年（1852）

綾部市 八幡宮

② 指定 多
た

禰
ね

寺
じ

　本堂　山門 ２棟
 本堂：文政６年（1823）

 山門：宝暦８年（1758）
舞鶴市 多禰寺

小計  ２件（指定２件）

③

美
術
工
芸
品 

絵画
指定  紙本著色笠置寺縁起 ３巻  室町時代 笠置町 笠置寺

④ 指定  板絵著色繋
つなぎ

馬
うま

図　円山応挙・円山応瑞筆 １面  江戸時代 亀岡市 小幡神社

⑤ 彫刻 指定  木造地蔵菩薩坐像 像内に承安五年正月十一日、僧明暹等の銘がある １軀  平安時代 舞鶴市 善福寺

⑥ 工芸品 指定  九条袈裟　義
ぎ

天
てん

玄
げん

承
しょう

所用 １肩  明時代 京都市右京区 龍安寺（京博寄託）

小計  ４件（指定４件）

合計  ６件（指定６件）



修理前 修理後

眞輪院　絹本著色星曼荼羅図

【２】美術工芸品

　美術工芸品では、掛軸・襖絵・仏像・古文書などを対

象とした保存修理事業と、防災設備の新設などの防災施

設事業を行っております。平成 27 年度は、継続 2 件、

新規 1 件の保存修理事業と、新規 2 件の防災施設事業

について助成しました。

　眞輪院は、南山城村に所在する寺院です。この作品は

平成 11 年に発見された鎌倉時代の星曼荼羅図で、南山

城地域を代表する仏画の一つです。優美な表現を見せる

作例で、上部に北斗七星を表す点に特徴があり、学術的

に高く評価されています（平成 13 年度府指定）。経年

により劣化、破損が進行していたため、奈良国立博物館

の協力のもと平成 26 年度からの２ヶ年事業で修理が行

われました。

【３】史跡名勝天然記念物

　記念物では、指定地内で自然崩落した土地の整地、説

明板・境界標・警報・消火設備等の設置などの管理に係

る事業や、樹木の剪定や樹勢回復、き損や劣化した石垣・

園池等改修、保護増殖施設の設置などの復旧に係る事業

を対象にしています。

　平成 27 年度には、名勝両足院庭園（京都市）の保存

修理、史跡万福寺境内天真院（宇治市、災害復旧）の土

塀修理の継続 2 件、名勝養林庵書院庭園（宇治市）の

土塀修理など新規２件の、計４件に助成しました。

　建仁寺山内の両足院庭園は、書院前の園池と対岸の築

山を中心とする江戸時代中期の池泉回遊式庭園で、経年

による苔地の剥がれや築山植生の変化、園路の土砂流出

などが進んでいました。そのため平成 26 年度から３年

間で保存修理事業が計画され、苔地の回復（H26）、築

山修理及び植栽整備（H27)、高木伐採及び園路の路面

補修（H28) などが実施されることになりました。

　平成 27 年度には、築山斜面の改修が行われました。

遷移によって笹葺きとなっていた地被を除去し、流出し

ていた地盤起伏を盛土復旧し、新たな地覆としてサツキ

の低木を植栽しました。また、実生の低木クチナシ・ヒ

サカキ・カナメモチなどを移植、イロハモミジ４本を植

栽するなどの景観の回復を行いました。

修理前

修理後

両足院庭園
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外観（正側面）

外観（側・背面）

拝殿　向拝彫刻

拝殿　向拝繋虹梁

向拝正面　彫物師刻銘
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指定　建造物

八
は ち

幡
ま ん

宮
ぐ う

江戸時代　所有者：八幡宮（綾部市）



本殿　正面

幣殿　見返し 幣殿及び拝殿

境内社二社外観（正・側面）
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　八幡宮は、綾部市南西部の高津に所在し、元慶５年
（881）に石清水八幡宮の別宮として創建されたと伝わ
ります。
　現在の社殿は、五間社の本殿と拝殿を幣殿で繋いだ大
規模な複合社殿です。天保 15 年（1844）に拝殿が先
に上棟され、その後嘉永元年（1848）に本殿が上棟し、
同５年（1852）までに全体が整えられらことが、棟札
及び社蔵文書より判明します。このように造営の経過が
詳しくかわることは貴重であり、学術的に価値が高い建物です。また、組物で大きくせり出
した本殿妻飾を支える構造は、豪壮で技術的にも優秀です。造営には地元の大工である桑原
兵右衛門等が携わりましたが、拝殿の正面を中心に飾られる彫刻は大坂の彫物師相野徳兵衛
が関わっており、当時のこの地域としては特異な組み合わせとして注目されるものです。



本堂　外観（正面）

本堂　外観（側・背面）本堂　向拝彫刻
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　多禰寺は、舞鶴市東部の大浦半島多祢山中腹に位置する真言宗東寺派の寺院で、山号を医
王山とします。『多禰寺縁起』［享保２年（1717）］には、麻呂子親王を開創とする伝承を載
せ、丹後七仏薬師の一つである薬師瑠璃光如来を本尊とします。
　本堂は、桁行五間、梁行四間、寄棟造、向拝一間の建物で、文政６年（1823）に再建さ
れました。構造に工夫が見られる他、平面形式及び彫刻等の意匠に時代的、地域的な特色が
顕著に表れています。また、後に建てられた金剛院本堂［舞鶴市、天保 11 年（1840）、府
指定文化財］への影響もうかがわれます。

指定　建造物

多
た

禰
ね

寺
じ

　本堂・山門
江戸時代　所有者：多禰寺（舞鶴市）



山門　外観（正面） 山門　転用材（上：天井桁・下：組物）

本堂　内陣本堂　外陣

山門　外観（側・背面）
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　山門は、三間一戸の八脚門で屋根を入母
屋造鉄板葺（当初は茅葺）とし、以前は木
造金剛力士立像（鎌倉時代、重要文化財）
を安置していました。宝暦８年（1758）
に前身建物が大破したため再建されたこと
が知られていますが、前身建物の部材を再
使用し、構造及び意匠ともに全体を破綻な
くまとめ上げています。
　いずれも、建立年代や大工等の普請に関
与した人物が判明しており、近世中期から
後期における当地域の建築技術や造営体制
を知る上で、価値が高い建物です。



巻上　第二段

巻下　第六段 巻下　第九段
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　笠置寺の縁起を描く絵巻です。巻上は創建から貞慶による再興までを、巻中・巻下は元弘
の乱から建武の新政における笠置寺衆徒の活躍を扱います。天文７年（1538）に写された
文明 14 年（1482）の縁起をもとに詞書が記されており、本作も 15 世紀末から 16 世紀前
期に制作されたと考えられます。南山城の縁起絵巻としては中世に遡る稀有な例であり、史
料の多くが失われた当寺において本作が伝わったことには大きな意義があります。高僧説話
の絵画作例として、また太平記を描く早期の作例としても注目されるものです。

指定　美術工芸品（絵画）

紙
し

本
ほ ん

著
ちゃく

色
しょく

笠
か さ

置
ぎ

寺
で ら

縁
え ん

起
ぎ

室町時代　所有者：笠
か さ ぎ で ら

置寺（笠置町）



第一段

第二段

第三段

第四段第五段

第六段

第八段 第七段

第一段　狩猟の折に皇子が、絶壁に弥勒仏を彫ることを

　　　　祈願し死を免れる。

第二段　笠を置き残していた断崖に皇子が弥勒仏を彫ろ

　　　　うとすると、天人がこれを助ける。

第三段　伽藍が整い、磨崖仏や諸堂が並ぶ。

第四段　役行者が千手窟に詣で、当地が修験の行場とな

　　　　る。

第五段　木津川を運ばれる東大寺大仏殿建立のための材

　　　　木が岩山に妨げられるが、良弁が風神、雷神の

　　　　助けによりこれを除く。

第六段　実忠和尚が龍穴から兜率天に至り、十一面悔過

　　　　の勤修を許される。

第七段　実忠和尚が正月堂で二七昼夜六時の行法を始め

　　　　たところ、十一面観音が花皿に乗り降臨する。

第八段　笠置寺に隠居した貞慶が、倶生神により閻魔宮

　　　　に招かれる。
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【巻上】



第一段第二段第三段

第四段

第五段

第六段

第一段　大塔宮が吉野蔵王堂で切腹を覚悟するが、村上彦四郎義光が身替り

　　　　となり切腹すると進言する。

第二段　大塔宮の甲冑とともに敵前へ現れた村上彦四郎義光が自害する。

第三段　楠正成が大塔宮に挙兵を進言する。

第四段　屋内の貴人二人が、縁で深く頭を下げる僧侶と対面する。縁には他

　　　　に二人の人物が坐し、外で僧兵が警護する。

　　　　笠置に移った後醍醐天皇は木の南を座とせよという二童子からの夢

　　　　告に従うとともに、楠という武士を呼び寄せる。

第五段　軍勢に負われ、山を背に兵が敗走する（高橋又四郎の軍勢か）。

第六段　笠置に攻め入るための軍勢が平等院の門前に集結する。

第七段　笠置山を攻める軍勢に対し、足助次郎重範の弓や本性坊の投石が功

　　　　を奏する。

第八段　錦の旗を掲げる笠置の軍勢は笠置寺の衆徒の案内で戦い、敵方を退

　　　　ける。

第九段　敵方が陣中に忍び込んで火を放ち、笠置山が陥落する。

第十段　敗走する後醍醐天皇は深須五郎入道と松井蔵人に見つかり、輿で護

　　　　送される。
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【巻中】



第七段第八段

第九段第十段

第一段

第二段

第三段

第四段第五段

第一段　大塔宮の軍勢が長谷に至る。

第二段　三輪河原の合戦で笠置衆徒が活躍する。葛城山から神火が飛来し

　　　　軍勢を助ける。

第三段　笠置の衆徒が野田口において活躍する。

第四段　大塔宮、中院少将が南都に着き、西方院を宿所とする。

第五段　敵方の大将が剃髪、出家する。
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【巻下】



第六段

第七段

第八段

第九段

第六段　笠置の衆徒が笠置に帰る。

第七段　笠置の衆徒が南大河原有市の地頭の館を制圧する。

第八段　笠置の衆徒が神戸四ヶ郷、忍辱山寺を制圧する。

第九段　大塔宮は京都へ戻る。軍勢に笠置衆徒も加わり、

　　　　後醍醐天皇からの恩賞として笠置寺造営の許しが出る。
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板絵著色繋馬図

【参考】円山応挙「写生図冊」（個人蔵）

13

　小幡神社の近くで育った円山応挙が父の藤
と う ざ え も ん

左衛門の命で描き、応挙の没後、享和３年
（1803）に子の応瑞が完成させた絵馬です。その基礎になったと思われる応挙の写生や覚書
が存在します。精緻な描写や陰影を感じさせる彩色などに円山派の特質を示す優品であり、
写生を中心とする応挙の多様な学習が、実際の絵画にどのように及んだかを考える上でも高
い学術的価値を持ちます。加えて円山家三代が関わった経緯が明らかであり、応挙生地に伝
わった円山家の稀少な資料としても評価されるものです。

指定　美術工芸品（絵画）

板
い た

絵
え

著
ちゃく

色
しょく

繋
つなぎ

馬
う ま

図
ず

　円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

・円
まる

山
やま

応
おう

瑞
ずい

筆
江戸時代　所有者：小

お ば た じ ん じ ゃ

幡神社（亀岡市）



上：木造地蔵菩薩坐像

右上：左側面

右下：像底

像内銘記　胸腹部

（左：部分拡大図）

像内に承安五年正月十一日、僧明
みょうせん

暹等の銘がある
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　像内の墨書から、承安５年（1175）
に多くの人物の結縁によって制作さ
れたと考えられる像です。比較的浅
い彫りや、穏やかな面部など、平安
時代後期に典型的な作風を示してい
ます。
　像内に記される人名は約 50 名に
のぼり、古代丹後の姿を知る手掛か
りとなります。制作年の判明する像
高 133.5㎝という規模の優品として
高い価値を有するとともに、結

けち

縁
えん

交
きょ

名
みょう

は古代丹後の数少ない文字資料と
しても注目され、丹後における造像
を考える上で特筆すべき作例です。

指定　美術工芸品（彫刻）

木
も く

造
ぞ う

地
じ

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

　
平安時代　　所有者：善

ぜ ん ふ く じ

福寺（舞鶴市）



九条袈裟　義天玄承所用

田相 行

【参考】狩野元信筆　鄧林宗棟像

鄧林宗棟像　部分拡大

環
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　 龍 安 寺 の 開 基、 細 川 勝 元 が 開 山 の 禅 僧・ 義
ぎ

天
てん

玄
げん

承
しょう

（1393-1462）に贈ったと伝わる九条袈裟です。全体に繻
子地の銀襴を用いた絢爛なもので、環を含め美麗な姿をよ
く伝えています。伝法の証として継承されており、歴世の
頂相や彫像がこの袈裟を着用する姿に表されます。
　すべてを銀襴で仕立てた優美な姿を伝えるのみでなく、
銀襴は制作時期の目安がわかる稀少な染織資料としても注
目されるものであり、相伝された袈裟の文化的な機能が確
認される点でも価値が高いものです。

指定　美術工芸品（工芸品）

九
く

条
じょう

袈
け

裟
さ

　義
ぎ

天
て ん

玄
げ ん

承
しょう

所用
明時代　所有者：龍

り ょ う あ ん じ

安寺（京都市右京区）



種
別

	 有形文化財
無
形
文
化
財

民俗文化財
記念物

指
定
登
録
小
計

文
化
財
環
境
保
全
地
区

選
定
保
存
技
術

文
化
的
景
観

合

計

建
造
物

美術工芸品

史
跡

名
勝

天
然
記
念
物

絵
画

彫
刻

工
芸
品

書
跡
典
籍

古
文
書

考
古
資
料

歴
史
資
料

小
計

有
形

無
形

市町村 指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
指
定
登
録
決
定
選
定
選
定

京都市 48 8 29 14 1 19 6 10 8 7 1 93 2 9 1 1 2 3 1 2 158 12 1 2 173

向日市 2 1 0 0 1 3 1 1 5

長岡京市 1 1 2 4 2 1 9 0 1 1 11 2 1 14

大山崎町 1 1 1 2 0 2 1 3

宇治市 8 3 3 1 2 3 9 0 1 1 2 21 3 2 26

城陽市 4 1 1 1 1 2 1 7 4 12

八幡市 5 2 2 2 1 2 7 0 1 1 1 1 15 3 2 20

京田辺市 1 5 2 1 1 1 1 4 2 1 6 7 6 19

木津川市 2 8 2 1 4 3 2 1 1 1 10 5 3 1 5 1 1 15 21 8 44

久御山町 1 1 0 1 2 0 4 4

井手町 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 1 8

宇治田原町 1 3 1 1 0 1 2 4 2 8

笠置町 2 1 1 1 3 0 1 3 3 1 7

和束町 1 2 1 3 0 2 1 1 4 4 1 1 10

精華町 1 1 1 0 1 2 1 1 4

南山城村 2 1 1 1 1 1 2 3 1 1 7

亀岡市 5 6 2 3 2 2 2 3 12 2 1 1 3 3 1 21 13 7 41

南丹市 6 8 1 2 1 2 1 1 1 6 3 2 10 2 1 17 21 7 45

京丹波町 1 5 2 3 1 1 2 1 8 2 1 3 1 11 10 2 23

綾部市 7 7 1 1 2 1 1 4 2 1 3 1 1 14 12 5 1 32

福知山市 5 4 5 1 1 2 2 2 4 14 3 1 1 1 6 2 2 26 13 5 2 46

舞鶴市 7 3 3 2 2 1 3 2 11 2 1 11 2 20 17 3 40

宮津市 6 1 4 3 2 1 2 4 1 1 1 17 2 3 1 2 3 1 28 8 1 1 38

京丹後市 4 5 3 7 2 4 1 1 4 1 1 15 9 3 11 6 1 1 30 25 3 2 60

伊根町 1 1 3 4 0 2 5 6 6 12

与謝野町 3 2 1 1 1 3 0 1 3 4 2 2 15 5 3 23

地域定めず 0 0 5 0 5 5

合計
113 86 60 8 49 9 41 9 14 1 40 8 22 1 13 2 239 38 11 0 2 12 18 70 21 0 17 1 15 6 436 213

68 2 10 729
199 68 58 50 15 48 23 15 277 11 14 88 21 18 21 649

京都府指定・登録等文化財市町村別件数一覧（平成 28年４月１日現在）

重要文化財及び府指定文化財等に指定又は文化財の焼失等により府の指定・登録が解除、取消となった数は除く。
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